

このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用 
して < ださい。 

この「取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

•同棚の「アフターサービス登録カード J は必ずご投函ください。 
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丑ま全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危書と財産への損書を未然に防ざ、本機を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危書や損書の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危険、また 
は火災の危険び差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取巧いをずると、人が死 t 、 重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される內客をおしていまず。 

A ま意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損 
害の発生が想定される内容をおしています。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただくの客です。 

〇處© 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内客です。 


•説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か量の混入でち、乂がの原因になります。 



喔) 

ガソリン禁止 


么警告 (WARNING) 


★スプレー吿厳禁 


スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や温風のあたるところに放置しないで 
ください。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発し、危険です。 



Q 


禁止 


★換気必要 


♦換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれがあります。 
また、乳幼兒や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれがあります。 

•使用中は必ず]時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

窓げ凍結していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



© 


換気 


★温風吹出口（ルーバー）をふさがない 


ス I -ーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、な類、紙などで温風 
吹出口（ルーバー）や燃焼空気取 
入口（給気フィルター）や温風空気 
取入□をふさがないでください。 
巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼 
や火災や故障の原因になります。 
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禁止 


★寝るとさ消乂 


寝るとさや外出するとさは、必ず 
火び消えていることを確認してく 
ださい。 

予想しない事故が発生するおそれ 
びあります。 



〇 


消乂 


★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しない 
でください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆ 
れて落下して、乂災の原因にな 
ります。 



© 


禁止 


女可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するち 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）や、スプレーを使用 
しないでください。乂災や故 
障の原因になります。 




、川 


硬 


0 

使用禁止 







田安全のために必ずお守りください 


A ま意 （ CAUTION) 


★カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 

ス I -ーブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I -- ブの熱気で着火して、火災のおそれがあります。 

★給油時消乂 

給油は必ず消火し、ストーブの温度が巧分下がってか5、他に乂の気のない状態でおこなって 
ください。 

火がのおそれがあ0ます。 


★油漏れ確認 

•給油ロロ金は確実に締めてください。給油口□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□口金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、火災のおそれがあります。 

•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。 ^—— 

火ぶのおそれがあります。 打を確女 

女ほこりの除去 く 

燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回上必ず掃除して ____^ふ 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入□がつま (A 

ると、異常燃焼のおそれびあります。 ^ が槪空気お乂〇 溫 f 





燃焼空気取入口 
(給気フィルター） 


遍風空気取入 □ 




★異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 
緊急の場をでちあわてずに消火器で消火してください。 


女湿風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 


★移動•運搬ずるときの注意 

•ス I -ーブを移動するときは、必ず消火し、ス I ブの温度が充分下がってから油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

油が漏れたり、火災になるおそれがあります。 

•修理-引越しなどでストーブを運搬されるときは、油タンク、油受けざらの灯油を必ずおいてください。 
運搬の途中に口油がこぼれ、周囲をミちすおそれがあります。 

★高温部接触禁巧 

燃焼中が消火直後は、高温部、温風吹出口（ルーパ‘一）に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 


★指や異物を入れない 

温風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取入 □ (給気フイルター）や温風空気取入□やス I ブ内部に 
指や可燃物-針金などの異物を入れないでくだごい。 

けがや乂がのおそれびあ0ます。 




★分解修理•改造の禁止 

故障、破損した5、使巧しないでください。 
ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 


を 

香 

0 

使用禁止 

を 

¥ 

感 

接触禁止 

¥ 

分解禁止 


2 






A ま意 （ CAUTION) 


★保管時にしていただ < こと 


長期間使巧しないとき、または保管するときは、必ず灯油を抜いて、電源プラグをコンセントか b 抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないで<ださい。 

火ぶのおそれがあります。 

>電源コードを傷反ない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けた0束ねたり、物を乗せたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くとさは、コードを持って引さ抜かないでください。 

電源コードが破損し、乂災や感電の原因になります。 

★長期間使用しないと去な電源プミ"グを療亡 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか b 抜いてください。 

火がや予想しない事故の原因となります。 


女電源プラグは確実に差し込む 

輩源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくだごい。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでくだごい。） 

火災の原因にな0ます。 

めれた手での抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

★電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び金属物）を除去してください。 

(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）乂がの原因になりまず。 

~★お子様やお年寄りのご使用にミ主意 

お子様やお年寄り、体のご不自由なかたがお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触によるやけど、低溫やけどや脱水症がなどについて周囲の人び充分に注意してください。 

★腰をかけたり物をのせない 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれがあります。 

ス1-ーブの上に花びんや、水を入れたちのなどを置かないでくだごい。 

水がかかると漏電や故障のおそれびあります。 

女廃棄ずるとを 

ストーブを廃棄処分するときは、^、ず油タン芝、油受なざら巧の巧油を抜き取ってください。 

(「回点検-手入れ」の 同5^ク、油受けざ5あ M 参照) 

口油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故が発生するおそれびあります。 

★次の場所では使用しない 

火がや予想しない事故や故障の原因になります。 

( 水平でない場所、示~安定な場所0 0品室•商"育室な玄人のよい場麻) 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない ♦使用環境の変化で、予想しない事故び発生 

で < ださい。 があります。 

巧震自動消火装置が誤作動することびあります。 户 口 A 亡^-店ーホロロ ami - ロロ + 

♦しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 C 風のあたる場尸斤、部屋の出入口、屋$ 

♦毛足の長い じゆう たんの上では使用しないでください。 た卜日-居 A 民が了,十ィホ m 

♦移動車両の中や、不安定な台上で使用しないでくだ あ广夕斤や屋外では使 

ホい。 しないで < ださい。 \り 

転落したり、乂災になるおそれがあります。 ^巧电它靖唆_で_ず^。、、一. — A 


9 

電源プラグ 
を巧く 

音 

¥ 

ぶ 

¥ 

0 


暖炉などストーブが囲われる場所； 

>暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたを 
しないで < ださい。 

火ぶの原因になります。 


C 温室 • 飼育室など人のいない場所) 使用禁止 

♦使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれ 
があります。 

C 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外つ 

•風のあたる場所や屋外では使巧 

しないで < ださい。 r * た 

がび出て危険です。 J 

掃除機の排気にも注意してくだ 

•部屋の出入□など人の通る場所、 

人びぶっかったりっまずく場所 i 
で使用すると、転倒して事故やを/ 
火災が起きるおそれびあります。 
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のち全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION) 


★次の場所では使用しない 

乂がや予想しない事故や故障の原因にな0ます。 

0まこりや湿気のをい揚^ P 不安ち 

•粉類や繊維を取扱ラ場所や温室•養鶏焉など塵やほこりの多い •落下物 

場所では使用しないでください。 X —— 

燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入□び目づま C 直身ゴ巳 

り状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こすおそれがあります。 

f 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場戸斤 j ♦油タン^ 

♦爆発や火災の原因になります。 ^ 高地 ( 

( 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化ぎ薬品を使ラ場戸斤) • g ? 羣 

•理 • 美容院、メッキ、塗装エ攝、電デ部品絹な工場、繊維関係エ •燃焼に 

場などでは使用しないでください。 くなる; 

ストーブの故障や、腐食性ガスの発生により金属•鏡•ガラスな では高 

どを傷める原因となります。 でお買 

•石油ファンヒーターで暖房する部屋ではシ IJ コーンを配をした お問い 

枝毛用コート液やへアートリートメント（枝毛用）は点火ミスや、 

途中消乂など故障の原因になりますので使用しないでください。 

女可燃物林壁、合板、ふずまなど）との距離を離 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定1;(上の距離を保つようにして 
ください。 

♦ス I -ーブ上ちや前方の可燃物などとの距離は必ず1 mi ； (上あけてくだごい。 
•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどが風でゆらいでをストーブにふれないようにしてください。 
♦家具等からは充分な距離をとってください。 

熱で変おや変色、自然発火することびあります。 
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C 不安定な物をのせた棚などの下 ) 使用禁止 

•落下物により乂災が起きるおそれがあります。 

C 直射日光のあたる場兩六晶度の高い場所） 

•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

♦油タンクの巧油びあふれ出て乂がのおそれがあります。 

C 高地 （1300 m 切上の場所）） 

•酸素濃度が薄いので異常燃焼を/^. 

おこすおそれがあります。 / i 

•燃焼に必要な酸素濃度び薄 
くなる高地（ 8 日日〜 I 3 日日 m ) 腐爾^ \癸 

では高地麵が必要ですの ■ liirT . 二 
でお買いホめの販売店まで 
お問い含わせください。 



〇 


お願い （ NOTICE) 


★シリコ■■ン配合製品を使用しない 

ストーブ（石油フアンヒーター）で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース-ク U —ム•液体スプレー 
などの枝毛用へアートリートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。 

点乂5ス-途中消火などの故障の原因になります。 

★な油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


〇 


图使用ずる場所 



♦熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

•移動するとさは引さずらないでください。 

床面、畳、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装がはがれてさびの原因になるおそれびあります。 


〇 
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过各部のなまえ 


が観図 




操作部•表示部 


タンクふた 


取っ手 


油タンクにぼれま捨付） 


區]各部のなまえ」の 


操作部•表示部のなまえと使いかた、 

\ \\ 


み *0^1 

r 点打_! • 「点滅」の意な 

参照\ \\ 

f ~ ' - 





b 

: J 

R 


フ□ントパネル 


温風吹出口（ルーバー） 

「回点検•手入れ」の 


[温風吹出口てルーバー)の掃除 1 参照 


燃焼確認窓 _ . 

「固使いかた」の I 炎の状態 I 参照 


置台 

「回点検•手入れ」の 

。'由漏れ•油のたまり、油のにじみの点賴 I 参照 

巧震自動消火装置 _ 

「回点検 • 手入れ」の I 対震自動消火装置の点検 I 参照 



「の点検•手入れ」の 閲タンク、油受けざらの掃除 I 参照 




温風空気取入 □ 


ルームサー S スタ 
(室內温度検知部) 



「回点検•手入れ」の 臨風空気取入口の掃協 参照 
対流用フアン 


使用前の準備」の I 点乂前の準備と確認 I 
■ 点検 • 手入れ」の犀源プラグ、コンセントの点検」参照 


r 回点検•手入れ」の圃壺用フアンを逼瞳]参照 


燃焼空気取入口（給気フィルタ ー） 

r 囚点検‘手入れ」の 

»空気取入口（給気フィルター）の掃除 I 参照 
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图各部のなまえ 

操作部•表の部のなまスと使いかた、 r 点灯 J • r 点;威」の意ほ 


f チャイルド□ックボタン] 


( エコボタン ] 


\ 運輯スイッチ 

チャイルド□ックの設定•解 


エコ運転の設定•解除をお 


運転の入•切をおこなしなす。 

除をおこないます。 


こないます。 


「固 使いかた I の I 点乂のし 

「固 使いかた」 の I チャイル 


「已使いかた」のにコ運転 


かた|、|タイマー運賠のしか 

ド□ックのしかた I 参照 , 


L のしかた I 参照 J 


L 国、 I 消乂のしかた I 参照 J 



ブイゾ—フソノ^ _ 

点灯… タイマー運転待機中か 
タイマー運転中かタイ 
マー運転終了時です。 
点滅… タイマー時刻を設定中 


運転ランプ 

点滅… 予熱中です。 
な打… 運転中です 。 j 


しです。 J 



广 タイマーボタン ^ 


タイマー運転の設定をおこな 
います。 


「固 使いかた」 の タイマー運 

I 転のしかた I 参照 ‘ 


度/時刻合わせボタン' 

室温の設定、時刻の設定を 
^おこないます。_ 

「囲使用前の準備」 の 腫星 
時刻の設定のしかた し 
「同使いかた」 の 屋 温の調 
節のしかた]、 「タイマー運転 
^のしかた」 参照_ J 


f 消臭点乂 • 時間延長 • 給油延長ボタン 1 

運転スイッチ 
「入」 

燃焼中に押したとさか b 、 再度約3時間 
の燃焼継続が可能になります。 

「固 使いかた」 の 隅'し忘れ消乂 

装置の使いかた 参照 

タイマー運転から、通常運転に切り督 
えるとさに押します。 

「巨 使いかた」 の タイマー運転 

のしかた 1参照 

給油延長運転をするとさに押します。 

「图 使用前の準備」 の1 給油の目 

安 • 給油延長運捉のしかた 1参照 

運転スイッチ 

又 「切」 

消臭点火の設定 • 解除をおこないまず。 

「囘 使いかた」 の1 点乂のしかた 

参照 J 



6 






























3 (給油)表示 

点巧… 

油タンクの口油がかなくなつ 
て消火する10分前。「ピ~」 
音が鳴り、残り燃焼時間(分） 
化表 TJX します。 

点滅（運転中）… 

給油延長ボタンを巧し、給 
油延長運転中を表示します。 

点ミ威（運旣停止）… 

灯油がな < なり自動消火し 

キし トー 

灯油切れ時はデジタル表 
TJX 部わ、「 ---- 」表 TJX とな 
ります。_ _ 

ri 4 i 使用前の準備」の陥油 
の目安•給油延長運乾のし 

、を固参照 J 




巧が化 

caissm - 


で表 TH 

点'打…設定温度が設 
定されていま 
す。 

点ミ威…設定温度を設 
定中です 。ソ 

< m 表示 ^ 

点灯…消臭点火が設 
定されていま 
す。 

点滅…消臭機能が作 
_ 動中です。 

「固使いかた」の區 

t 变^かた惨照 ， 


_^臣^ (換気)表巧 

点滅（運転停止）… 

室内の空気が、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点な（運転中）… 

•運転して約1時間経 
過する度に「ピー」 
音が鳴って「^臣 M 
表示が約1分間点灯 
しまろ。 

•換気表示にたよらず 
1時間に1〜2回必ず 
換気してください。 


= S > (王コ） 表の_ 

点打… 

エコ運転が設定されて 
いまず。_ 

^9 (チヤイル阳ック)表巧 
ち打… 

チャイルド□ックが設 
，定されています。 


■エコ運転表示 

エコ運転中を表示します。 


デジタル表示部 

い'肖臭点火が解除されている場合は^ 
_ lilt 表示は消口しています。_ 

■温度表示 

設定温度…6む〜28むまで設定温度 
を選択でをます。 

室内温度…日む〜32むまで表示します。 


に巧 t 卵。 c つ 


■規在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


8:日日 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
^タイマー運転終了時は 
「/ H 厂」を表示します。 




らぷ日 


■給油に関する残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表示します。 

^•灯油切れ時は「—」表示とな 
ります0 

巧 10 

_ M _ 

\_ y 

■消し忘れ消乂装置による 
自動消乂表示 

「 3 Hr 」を表示します。 


い Hr I 


■故障•異常により自動消乂したと 
きのエラー表示 

自己診断機能により、故障時には 
E - 日〜 E - 弓 を表示します。 



■クリーニング燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の残り時間を表示 
します。 


£ [日 

或^5 


雨 









4] 使用前の準備 

_ ストーブを取 t ) 出ず 

包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、 
包装箱から包装材などを取り除き、製品を傷付けないように 
取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。取扱 
説明書、保証書ち忘れずに保管して<ださい。 



® 燃料は'灯油 ( J に1号打油)を必ず使用してください。 

® 変質打油、不純！打油は、絶巧に使用しないでください。 




★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶対に使用しないでくださし、。か量 
の混入でも、乂災の原因になりまず。 



'かリシ y 



ガソリン禁止 


义気 危孩)禁止 


成 


•変質灯油、不純な油（灯油 1；( 外の油•水•ごみが混 f な油とガソリンの見 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 ±じか"ま阻圍もっ I 

異常燃焼や故障の原因になります。 茂權恐忍！苗 

•市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで ^け、* 一一 

ください。異常燃焼を起こすおそれびありまず。 〇 口；由 __ 

@灼畑の保管のしかた 广 ぞ I 叫 

•灯油は必ず火気、雨水、 

ごみ、高温および直(火気危^禁止 ri 

射日光を避けた場所 戸。 な 濡れたままです。 

に保管してください。 ； _ 

•灯油容器は専用のき _ J ^ ^ b た _良い保管__ 

れしIな容なも康用し上- U — L 直射日光、雨水び当 

てください。また、灯油容器は必ず JIS 認定品でたらず、火気のない 
色付きの灯油専用容器を使用してください。 冷暗所へ保管。 

•灯油容器内の灯油が少ないと温度変化により結ぶ^ 

露して水びたまることがあります。 

•ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでくだ > 

さい。 同 

•お子様の手のとどかない所に保管してください 。I 

( 変質灯油とは ) 

•ちい灯油。に年1；(上持ち越した灯油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した口油。 
•容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した灯油は変質 
しやすい。 

•変質のひどいちのは黄色日ホをおびたり、すっぱいにおいがします。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 


ガソリン 



i れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 

直射曰光、雨水び当 
たらず、火気のない 
冷暗所へ保管。 


悪い保管 

直射曰光、雨水の当 
たるべランタ’など、 
室列の保管。 



古いな油は' 
使わないで. 



Q 

使用禁止 











す純巧油とは 


•灯油外の油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など）^ 
がほんの少しでち湿入した口油。 

•水やごみび爲入した灯油。 站果こ苗を 

、入れないでノ 


巡 

9 


0 

使用禁止 


変質な油 • 不純な 油 の見分けかた进 g 證謠妄ぁ駕 g 油を入れ 

水と同じ無色透明なら正常。 f かしでち色がついていたら[•変質灯油の見分けかたは 

使用しない。 たいへん難しいので、メ 

厂で P -力一のはっきりしない 

ふク な油は使用しないでくだ 

r*n I 、た正 :— J I … じ J I . I ^ ゾ I 。 




- 



Q 

使用禁止 


変質灯油や不純な油を使用 
ずると 

•変質灯油や不純灯油を使用します 
と、バーナーに 多量の タールがた 
まり、点火しなくなったり、燃焼 
び悪<なったり、激しいにおいが 
したりします。 

•水の湿入した灯油を使用します 
と、炎がルさくなり乂が消えてし 
まいます。また、油タンクに口油 
が残っているのに、「ご」を表示 
することがあ0ます。 

•ガソリン、シンナーなど揮発性の 
高い油を使用しますと、乂災の原 
因になります。 



万一変質な油や不純灯油を 
使ったときの処置のしかた_ 

1油タンク、油受け、油受けざら内 
の変質灯油や不純灯油を抜き取り、 
良質の口油で内部を2〜3回洗っ 
てからご使用ください。 

(「の点検•手入れ」の 

I 油受けの掃鼠 、 

油タンク受の攝豪 

参照） 

2 変質灯油や不純灯油を抜さ取って 
も効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油が原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中 
でち有料修理となります。 


給油のしか 



r 

八ミ主意 

L _ 

系合油は必ず消乂して、ストーブの涵度が充分下がってか 
ら他に乂の気のないところでおこなってください。 

〇 

乂災のおそれがありまず。 

消乂 , 


1油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油ロロ金を、左「〇」 
に回して開けてください。 

•給油口 □金を取りはずず前に、先端の弁部を 
巧すと、給油ロロ金び取りはずしやすくなります 











互使用前の準備 


油量計を見なび5給油ずる。 

•市販の給油ポンプの先端をジャ y くラの 
手前まで差しみんで、油量計を見なが 
ら給油してください。（ホースが抜けな 
しぶうに注意しながら総由してください。） 
•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の 
給油位置一）まで給油してください。 

入れ過ざますと、あふれ出ることびあり 
ますので充分ミ主意して < ださい。 

お願い 




•油タンクの中にある 「こぼれまを」 の弁が、給油□の近くまで上びって 
いるとさは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある にぼれまを」 は、給油口□金がはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用する場合 

•市販の才ート給油ポンプ（自動停止装置付）のなかには、 にぼれま栓」 と干渉して、 
なのような不具合が態になり、正しく給油できないものがあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すクこ停止してしまう。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置(方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
三自動停止しない。丹油があふれてしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびって、固定具の位置を調節ずる。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。 


給油□□金を r カチッ」と音がずるまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正しく締めると油タンクの赤色の線が見えなくなります。 

•給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

- お 原 頁い --- N 給;'由□口金 弁部 


給油ロロ金を斜めに締め 
たりすると、簡単に撤由 □ 
□金がはずれて、火災の 
原因になりまず。 


ホ色の線 



しまっている しまつていない 



•油タンクから灯油が漏れる状態で使用 
しないでください。 

火災のおそれがあります。 

•同時に多数の油タン 
クに給油する場合は、 

類似している給油口 
□金がありますので、 

間違えないよラにし 
て < ださい。 

灯油がでな <なつたり、 

故障の原因になります。 

•丹油容器のふたち、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 



こぼれた打油はよくふき取る。 

•こぼれた灯油は必 
ずされいにふさ取 


険ですし、燃焼中 
に臭気び発生する 
原因にちなります。 

油タンクをセットする。 

•油タンクを、本体に 
正しく、ゆっくりと 
セットして < ださい。 










給油の目ま • 給油延長運転のしかた 


r 

八注思 

給油は必ず消乂し、ストーブの温度が巧分下がってか5他に 
乂の気のない状態でおこなってください。 mm 

乂災のおそれがありまず。 

ストーブを移動ずるときは、必ず消乂し、ストーブの温度が 
充分下がってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か mW 

1し移動してくたさい。 指示 

'灯油が漏れたり、乂災になるおそれがあります。 


油タンクの灯油が空になっても、油受けざら内に残っている口油を燃焼させる 
ことで、燃焼を延長(給油延長運転)させることびできます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最小の燃焼をします。 



1油タンクの打油び少なくなると、「0」表示び点口し、「ピー」音び鳴ります。 
デジタル表示部に残り燃焼時間(分) r 巧」を表示します。 

• 「運転スイッチ」を押して消火してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音び鳴ります。約10分後に、「 Q 」表示が点滅し、 
デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「-」表示となり自動消火します。 

2給油延長運輯をずるとを 

•油タンクの灯油び少なくなり「 Q 」表示が点灯したときに、「給油延長ボタン」を 
押すと、「ご」表示び点滅にかわり、給油延長運転をして 最大 約 目日分 間の燃焼継 
続をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分)が変わります。 

給油延長運転中は「0」表示び点滅します。残り燃焼時間が1日分下になると2 
分ごとに r ピ ー 」音び鳴ります。 

•自動消火する前に、「運転スイッチ」を押して消火してから給油してください。 
•給油しませんと、「0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び「—」 
表おとなり自動消火します。 


「給油延長ボタン」を押ずと、時間延長(燃焼)ち同時にセツトされます。 


(「己 使いかた」の 消し忘れ消乂装置の使いかた 参照) 









g 使用前の準備 

点义前の準備と確認 


1水平の確認をする。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ス I -- ブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
参ストーブを傾いた状態で使用しますと、对震自動消火装置び誤作動することがあ 
りまず。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 



r 




電源プラグをコンセント(家庭用 AC100V) に確実に 
差し込む。 

♦「ピー J 音がします。 

•デジタル表示部に「 - 」表示 
が点灯します。 




-お願い- 

•電源プラグを、絶対に、20日 V のコンセントに差し込まないでください。感電- 
火災-故障の原因になります。 

•コンセントびゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグび過熱 
し、熱変形することがあ0ます。このようなとさは、必ずお買い求めの販売 
店に修理を依頼して < ださい。 

お部屋のコンセントも必ず修理してください。 


♦電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や乂災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー)の容量をこえないよ 

うにしてください。 禁止 



は危険 



•電源プラグを抜くときは、電源コ…ドを引つ 
張って抜かないでください。断線、発熱、発 
火の原因になります。 



•熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 

そり返ることびありますので、熱に強い7ットなどを敷いてください。^^ 

指示 








現在時刻の設定のしかた (運睹停止中にしかできません) 



fH 現在時刻が午後7時10分の場合 

または^^かのボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「 ---- 」表が点滅します。 

( D デジタル表示を見ながのボタンを押して「巧」に合わせる。 
(|)デジタル表示を見なが5^^をのボタンを押して r 11:1 」に合わせる。 


參のボタンは、-度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間に 
のどちらかのボタンをキ甲してください。 

時刻合わせがでさなかった場合は、もラー度邸苗または^のボタンを 
押してやり直してください。 


(§) 「，'弓 jr 広'」び、点滅か目点口に変わり、設定び完了しまず。 

-お願い- 

•ス I -ーブの時刻表おびズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、もう一度差し 
込み直して、時刻を設定し直してください。それでち直らないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせ<ださい。 

•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、 . -- 

電源プラグを抜いて再通電した場合、デジタル I ■ 

表示はち図のよラに「」表示び点灯しま > ■ 

すので、現在の時刻を設定してください。 - ^ 一一 ^ 


★省電力機能 


デジタル表示部の時計表示は、約日分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジ 
タル表示部が消打して、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッチ」1；(外のどれかのボタンを押すと 
表示します。「運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運 
転待機中にこの機能は働きません。） 







司使いかた 



購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるとき 
には、消臭点火に設定してありますので、最初から 「 m 」 表示び点なします。 

消臭点火は、点火までの時間を約 210 秒にして、予熱を充分におこない、点乂時のに 
おいを少な<する点火ち法です。 

の「運転スイッ刊を押して「入」にする。 

•だ一」音がして「運転ランスび点滅します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに'灯油があるのに「0」表示び点'な、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

_(|-图点検.手入れ」の [11 けの 焉 S 参照）_^ 

( D 約210秒後に自動的に点乂し、「運転ランプ」が点抑こ変わります。 

★消臭点义解除ち系 

運転スイッチ」 び r 切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を押すと、 「巢」 表示が消灯して 
W 消臭点火が解除され、点乂までの時間が短かくなります。（約1日日砂） 

室内温度が目でを下まわる場合は、点火までの時間が約 21 日秒のままです。 

/-お願い- N 

•初めて運転するとさや、ス I -ーブを移動させたり、激しい振動が加えられた 
あとに運転するとさ、白煙(口油の蒸気）や臭気び出ることがあります。これ 
は、移動、振動によりバーナー(燃焼部）內に落ちた余分な灯油び蒸発ずるこ 
' とによるちので、一度点火し、余分な'灯油がなくなれば白煙や臭気はなくな 

ります。この様な場合は白煙、臭気がなくなるまでは（窓をあけるなど)換気 
をおこなってください。 

•点火時にバーナー(燃焼部）内で、「ボッ」という音や「ゴーゴー」といラ音がし 
ます。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点火時には少しにおいびありまず。 

•燃焼中「チッチッチッ」というような音びすることがありますび、電磁ポンプ 
の音でず。また、燃焼中に「ジユツジユッ」、「シヤンシヤン」などの音びする 
場をがありますが、これは灯油び蒸発する音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続する場合は、消火する前に「時間延長ボタン」を押してください。 

(「固使いかた」の I 消し忘れ消义装置の使い かた」参照） 







炎の状態 


ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓からがの状態を必ず確認 
して < ださい。 


燃焼確詔窓 



〇 


(ここに表示した1犬態は「強」（最大）燃焼の状態です） 


正 常 


異 常 



mm 




0 

使用禁止 



•青炎燃焼で炎の先端に多少炎が黄色ぐ燃焼音が大をい。 •炎び高く伸び、炎全体び黄色。 

黄炎びはいる。 •「ポー」というよラな異常音 

悲、•炎の伸びや、燃焼音が小さい。_ L がする。_ I _ 

処 _ _ •燃焼空気取入 □ (給気フィルター）を掃除する。 

置 •お買い求めの販売店にご相談ください。 


室温の調節のしかた 

— am 






いこぶ 

tOc 

消鹰 

- A 

V 


y 


(運転中にしかできません） 

1 


獲間延長》< 

南贼0 鮮を補 


で表示 


デジタル表示部 


ぐ 購入乾初めてお使いになる場合は、「ぶ」り〇で）び 
設定温度となります。 


jn 。 (do 
cue luc 

i MS j 


V_ 




近 









固使いかた 


(1)^^® またはみボタンを1度巧す。 

「ピー」音がして「で」表示び、点滅します。 

® 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら^のボタンを押す。 

(5) 温度を下げるとさ。 

デジタル表示を見ながらのボタンを押す。 

r •温度設定をする場合は「で」表示が点滅している間に^®ボタンのど 
ちらかを押してください。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直してく 
ださい。 

•設定温度は目で〜28む、室温表示は〇で〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に乂力を調節します。 

•…度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、消火 
後再運転する場合、同一設定温度になります。 ^ 

/-お願い- 

•室温び約18でじ(下のときは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことがあります。 
•遍度調節は温風空気取入口近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
I 部屋の大ささなどで、必ずしわ、デジタル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


_エコ運転のしかた _ _ I (運転中にしかできません) 

エコ運転とは… 

•灯油の消費を抑えることにより、 C 02 排出量を抑えた環境にやさしいエコ〇ジー 
機旨旨~7^ず 

•エコ運転中はデジタル表示部に 「 E [日」表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約するために内部的に下記の制御をします。 

① 設定温度が26で I ソ上の場合は、巧でに切り誓わります。 

② 設定温度より室温び約3む上昇しますと、自動的に消火します。自動消火した 
あとでも、運転ランプは点灯したままになります。 

③ 室温が設定温度をしたまわると自動的に再点火します。 

④ 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を1む下げ、これを設定温度 
び20でになるまで繰り返します。 

•エコ運転中に^@または^6ボタンを押すと、設定•室巧温度表示に切り誓 
わり、温度設定をすることができます。 



設定のしかた 

( T ) r エコボタン」を押ず。 

•「ピー」音がして[日」表示に切り替わり、「换」表示が点口し設定されます。 



•エコ運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されていても運転ス 
イッチが「切」の時には表示されません。 






解除のしかた 


( g ) r エコボタン」を押す。 

•「ピー」音びして設定•室内温度表示に切り替わり、「を S 」 表示が、消灯し解除されます。 
•電源プラグを抜いたり、停電があった場合は、自動的に解除されます。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にちどりません。再度、温度設定をしてください。 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は、「141使用前の準備」の I 現在時刻の設定のしか r 却こ従って、 
時刻合わせをしてか b でないとタイマー運転でをません。 



■迎 • 午前目時 3 日分に設定したいとき 

の「タイマーボタン」を押ず。 -：- 

「ピー」音がしてデジタル表示部が「」表示に L ^ _ m J 
変わり、「タイマーランプ」び点滅します。 I_ J 

( D デジタル表示を見なび！5^^ののボタンを押して「ら」に合わせる。 

( D デジタル表示を見なびのボタンを押して「ぶ」に合わせる。 

‘グ@のボタンは、一度押すごとに I 時間または b 分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをずる場合は、「タイマーランプ」び点滅している間に•众を 
のどち b かのボタンを押してください。 

•設定できなかった場合は、わう一度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
_ださい。_ _ J 

(4) r タイマーランプ」が点滅している間に、「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

•かし待つと、「タイマーランプ」が点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示して 
セットが完了します。 _ 

•タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「ら - 0,-」が表示されます。 











固使いかた 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を押して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定び完了します。（停電や電源プラグを抜 
いた後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

•「運転スイッチ」を巧して、「運転ランプ」が点滅しているとさに、「タイマーボ 
タン」を押すと、タイマーランプが点滅し、少し待つと、「タイマーランプ」が 
点巧しセットが完了します。 

^•タイマ^ 運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。_ 

解除のしか反 

タイマー運転を設定した樹こ、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 

(D 「運転スイッチ」 を押して r 切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 

(Dr 運転スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。 一 [通常運転開始] 

タイマー運転のま意事項 

•タイマー運転をした場合、点火後約1時間後に自動的に消火し、「タイマーラ 
ンプ」が点灯した状態で、デジタル表示部の「が,-」表示が点灯します。連続 
運転するとさは、タイマー運転の点火後]時間！;(内に「時間延長ボタン」を押 
してください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気不足で危険となるためで、手を触れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、10分になるとデジタル表示部に数字での、弓 • • /と 
表示し、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待磯状 
態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
-ボタン」を押すと、約10秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電があったとさ、ストーブを揺らして巧震自動消火 
装置が作動したとさは点火しません。 










の r 運輯スイッチ」を押して r 切」にずる。 

^•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、 「 Ji 夏」表示び点滅して、 

消臭機能の作動中を表示します。 

•消乂後、しばらくはス I -- ブ内部を冷やすために巧流用ファンは回転し続けます。 
(この間、 「 JI 量」表示は点滅しています。） 


-消乂時のを意- 

•消火後、対流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、ススが発生して再点火後に安全装置 
が作動してエラーで停止することがあります。（「圓故障-異常の見分けかた 

と処置方法」の 常のお知5せ(デジタル表示の見かた） I 参照) 

•緊急のとさを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源 
プラグを抜いて消火させないでください。 


-お願い- 

•消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナ ー( 燃焼部)内の火び消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で「ボッ」という音や U - ゴー」という音がし 
ます。これは消火を確実にずるためで異常ではありません。 

•消火直後、温風空気取入口は高温になることがありまず。 

•点火してすぐに消火操作をしたとさ、きつい臭気が発生することがあります。 

点火後約20分間はでさるだけ消火しないでください。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


消火後再点乂ずるときの注意 


•消乂をずぐに再点乂ずると、異常音が出ることがありますので、しば5く待って 
か5再点乂してください。 

参ス I -ーブが暖かいうちに再点火操作をしたときの予熱時間は、 約日0 砂です。 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点 

乂してか 5 約 3 時間燃焼が継続すると、デジタル表 
お部に r 典,-」を表示して、自動的に消乂します。 

•残りの燃焼時間が、10分になるとデジタル表示部に 
数字で 111 、 弓.. I と表示します。 

•この間、2分ごとに r ピー」音でお知らせします。 

G 消乂する前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点から再度約3時間の燃焼継続が可能になります C 
•自動消火した場合は、「運転スイッチ」を押し直してください C 


(運転を延長したいとき） 

3 Hr 1 
















1 使いかた 

クリーニング燃焼表示 


•クリーニング燃焼はバーナー(燃焼部)内のミちれを除去するための燃焼です。 



「^臣 M 表示にたよらず、]時間に]〜2回 （1 〜2分程度) 
は必ず部屋の換気をしてください。 


チャイルド□ックのしかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」 
を押してち点火しないようにしたいとさに使用します。 



の運転中や運輔亭止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒社長巧しずると r 田」 
が点打し、チャイルド□ックび設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消乂のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操 
作はでさません。 

•運転停止中はすべての操作がでさません。 

•チャイルド□ックび設定されている時に、「運転スイッチ」を押して「入」にす 
ると「1 二 ,-广り-」び表示され点火できません。 


解除のしかた 

( g ) チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3抄 
上長押しすると「 aJ が消灯し、チャイルド□ックが解除されまず。 











固ま全装置 


参安全装置が作動するのは何 b かの異常びあるとさですから、下記の処置をしてち正常 
にならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を押して「切」にしてから再び押し直して「入」にす 
ることをいいます。 

•すべての処置は必ずス I -ーブを消乂し、ス I -ーブの温度が充分下がってからおこなっ 
て < ださい。 


安全装置名 

はた！5を 

処 B 1 

巧震自動 
消火装置 

•運転中にス1 -ー ブが地震(震度約5し^上）や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損 
傷、油漏れなど異常がないこ 
とを確認した後、再点火して 
<ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によ 
〇ノ（ーナ ー( 燃焼部）への空気の供給び不足 
したとさ不完全燃焼による危険を防止する 
ちのであり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼空気取 
入口（給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてから 
再点火してください。 

(「回点検*手入れ」の 

この装置は、あくまでも不完全燃焼による危険を防止ずる 
ためのものであり、使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、 
新鮮な空気を補給してください。 

1 燃焼空気取入口 (給気フィルタ—)の掃除 

参照） 

点乂ま全 
装 置 

参点乂ヒ ー ターの赤熱不足や、バ ー ナーヴ ー 
三スタの不良による点火不良。 

♦点乂ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモータ 
一などの故障により点乂しないとさに、運 
転を停止します。 

•点火ヒーターの故障が原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
一底に灯油がたまります。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電ち全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを掠<などして 
電源び切れたとさは、自動的に運転を停止 
します。再び通電されてち運転しません。 
•タイマー運転中に停電があった場合、タイ 
マー運転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやり直します。 

(「回使用前の準備」の 

1 現在時刻の設定のしかた、 

' 「固使いかた」の 

1 タイマー運転のしかた 参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を 
停止させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•対流用 ファ ンモーターの故障や異常燃焼や 
温風空気取入□のほこりつまりなどの原因 
でストーブが異常過熱したとを、乂災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 

•温風空気取入口のほこりを取り 
除いてから、再点火操作をします。 
「回点検 ■ 手入れ」の 

温風空気取入口の掃除 参照） 

消し忘れ 
消火装置 

V 

1 •消し忘れによる危険を防止するために、点 
乂してか b 約3時間、燃焼が継続すると自 
動的に運転を停止します。 

i 

•消火する師こ「時間延長ボタン」 
を巧す。 

•消火した場合は、再点火操作 
をします。 

ノ 






团点検-手入れ 

「 点横•手入れのしびた 


点検•手入れをおこな5ときは 


•点検•手入れをするときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5巧 
いて、ストーブの温度が巧分下がってからおこなってください。やけどや感電をする 
おそれがあります。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけがしないように、手袋をはめておこな 
って <ださい。 

•ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナー(燃焼部)の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに J 


周囲の可燃物の点検 


ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよ 
ラにしてください。 



油漏れ、油のたまり、油のにじみの点検 




万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが生 
じているときは、消乂操作をし、原因をたしかめ 
防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確認し 
た後、漏れた灯油を取り除いてから点火操作をし 
てください。 


紛由ロロ金 尸 

ほこりの掃除 

•ス I -ーブについたほこりやちれは、掃除機で吸い取ったり固くしぼ 
った濡れ雑巾などでふさ取ってください。 

巧れたままのご使用は危険のちとですし、ス1-ーブのいたみを早め^ 

•油タンクの給油□□金の弁部などに、ごみがはさまっている場合が m 
ありますので取り除いてください。 W 


磨台し 
油にじみは 
お0ませんか。 



1週間に1回な上 J 


_ 燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 

ス I -ーブ側面にある燃焼空気取入□(給気フィルター）にごみやほ 
こりび目づまりしまずと、燃焼用の空気量が減って不完全燃焼 
の原因になります。 

燃焼空気取入口（給気フイルター)に付いているほこりを、掃除 
機などで吸い取ってください。 


搬规空気取入口 > 
(給気フイルター)/ 














時々、燃焼空気取入口（給気フィルター）をはずして掃瞭をしてくださし、。 


燃焼空気取入□(給気フィルター）の目の中がつまっている場 
合がありますので、やわらかいブラシなどで、燃焼空気取入 
口（給気フィルター)の目のつまりを掃除してください。 

(光にかざして目づまりがきれいになったか確認してください。） 

燃焼空気取入口（給気フィルター）の脱着は、矢印の方向に引っ 
ぱって取りはずします。また、取り付けは燃焼空気取入口（給気 
フィルター）を相手側部品に押し込みまず。 


-お願い- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ちれが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
•取りはずしたとさは必ず元どおりに取り付けてください。 

^ (取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


温風空気取入口の掃除 


ス1 -- ブ背面にある温風空気取入口にごみやほこりが目づま 
りしますと、温風用の空気量び減って過熱防止装置がはた b 
いて消乂します。 

対流用フアンが停止していることを確認してから温風空気取 
入□に付いているほこりを、掃除機などで吸い取ってください。 


1箇月に1回む上 


温風吹出口（ルーバー）の掃除 


温風吹出口（ルーバー)がちれたり、ほこりび付着した場合は、 
掃除機や、固くしぼっためれ雑巾などでふき取ってください。 

/ -お願い- N 

このとき必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、温風吹出 □ (ルーバー）の温度び充分下 
がってからおこなってください。 

やけどをするおそれがあります。_ ょ 


油受けの掃除 





•油受けは、打油は通しますが水は通しにくいフィルターで 
できています。油受けに水やごみがたまると、油タンクに 
口油があるのに、「0」表示び点灯することがあります。 
•油タンクを取り出してから、油受けを傾けないよラに取り 
出し、たまった水やごみを取り除いてください。 

-お願い- 

油受けは、水で洗わないでください。 

必ずされいな灯油で洗つてください。 



ゴム手袋 


きれいな灯油 













3 点検-手入れ 


巧震自動消乂装置の点検 

•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検してくださし、 
•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「/£-引を表示します。 


1シー^ズンに1〜2回な上 J 


油タンク、油受けざらの掃除 

ストーブから油タンクと油受けを取殻盛だ人れる）^ A 
り出し、市販の給油ポンプ（手動式） 一一 ViW 
などで油タンク内や油受けざら内の ( J ^ 

水やごみを取り除いてください。 W 、fnB ^ r 

油タンク内のわずかに残った口油は 、:ニー C 

油タンクに給油□口金を取り付け 、 H aiU \ 
油受けを給油□□金に押し当て、油 V . y 蠻 U ~~^ 
タンクを上下左ちにゆすって抜いて 侣油□口金 

<ださい。 

電源プラグ、コンセントの点検 

電源プラグ、コンたントにほこりやミちれびたまると乂災の原因に 
なることがあります。 

電源プラグをコンたントから抜いて、付着したほこりや巧れを取 
0除いて < ださい。 


給油ポンプ 


f 蠻 

t 給油□口金 



油受けざら 




セント- . 電源プラグ 

巧流用ファンの掃除 



①温風空気取入□(ファンフィルタ ー) の止めねじ （2 本）をはずし、 
温風空気取入口（ファンフィルター）をはずします。 

③对流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で吸い取って 
ください。また、見える箇所だけでよろしいですから、本体内 
部のほこりを取り除いてください。 

③温風空気取入□(ファンフィルター)下側の突起をストーブ背面 
の角巧に入れ、対流用ファンのコードを温風空気取入□(ファ 
ンフィルター)の凹部を通してからふたをし、元どおり組み立 
ててください。 

/-お願い- N 

•電源プラグをコンセントから抜いて、ストーブの温度が充 
分にさびってか b おこなってください。 

•対流用ファンにゴミやほこりが多量に付着しますと、温風 
用の空気量が減って過熱防止装置がはたらいて消火します。 

温風空気取入 □ (ファンフィルター）の掃除をしてち燃焼 
が停止するようであれば、対流用ファンのごみやほこりを 
掃除機で吸い取って取り除いてください。 

参はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元ど 
t おりに組み付けてください。けがをします。 1 


り m 川川川 
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图定期点検 



長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズ 
ン終了後などに、お買い求め店、又は修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器保 
守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずすめしまず。 


















哥故障 • 異常の見分けかたと処置ちま-修理を依頼される前に- 

~ 異常のお知 S せ（デジタル表示の見かた） 

安全装置び作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因び 
表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないとさは、お買い求めの 
販売店へご連絡ください。 


デジタル表示 


表示の意巧 


Ij ♦過熱防止装置げ作動しました。 


n •停電消乂後電源が入りました。 

;ミ •タイマー運転待機中に停電し、その後電源 

A が入りました。 

/ •ルームサーミスタが斷線しました。 

. ♦ノ（ーナー（燃焼部）が予熱不足でず。 

/ ♦パ’ーナーサーミスタげ断線しました。 

_ _ ♦点义ヒーターが断線しました。_ 

—J •消乂後ずぐに再点乂操作しました。 
r •点火安を装置が作動しました。 

一 (♦燃焼 SB にシリコーン酸化物び付着しました。） 

.W •地讓により消乂しました。 

•本体を傾けたり、強い振動、衝撃が与え5れ 
A __消乂しました。_ 

S •不完全燃焼防止装置が作動しました。 

(•燃臟のこシリコーン酸化物が付着しました。） 


♦室温び33でじ(上になりました。 


只 •ブ□アモーターが停止しました。 


〇 •点火ま全装置が作動しました。 

JI (•燃焼部にシリコーン齡ヒ物が付着しました。） 


けヤイルド□ック中に「運乾スイッチ」を押し 
て「入」にしました。 


•タイマー運較時刻が設定されていません。 


お 換気♦室内が酸素不足です。 

一 • ■ • - 

パー表示点滅 n 撒由♦灯油がな<なり消义しました。 


t タイマーランプ 

U _ •タイマー運転が終了しました。_ 

I 广 参消し忘れ消乂装置にて消乂しました。 

nr ♦クリーニング燃焼中。 

U J (約5分間カウントダウンします。） 


ち消に T •省電力機能が作動しました。 


処置方法 

•しば5 く待ってか6再点乂操作をしてください。 

•温風空気取入口、温風吹出口（ルーノ（一）、巧流用フ 
ァンの掃除をしてください。 

( r 回点検•手入れ」参照） 

•ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。_ 

•再点乂操作をしてください。 

♦電源プラグなど電源をご確認ください。 

♦電気系統の故障でず。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表示 J (エラー表示）などをご連絡ください。 


•修理げ必要でず。お買い求めの販売店まで「デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 


•しば5 く待ってか5再点乂操作をしてください。 
•修理び必要です。お買い巧めの眼売店まで「デジタ 
_ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。_ 

•ストープび傾いていないか確認してか5、再点乂操 
作をしてください。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除をしてく 
ださい。（「回点検•手入れ」参照） 

•修理が必要でず。お貫いホめの販売店まで「デジタ 
^ル表示」（エラー表示）などをご連絡くださし\。_ 

♦ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

•電源プラグを入れ直してください。 

•電気系統の故障でず。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください 。 f 

♦燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除をしてく 
ださい。 （ r 回点検•手入れ」参照） 

•修理が必要です。お買いホめの販売店まで r デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

• 「運隨スイッチ」を押して「切」にし、チャイルド□ッ 
クを解除してください。 

( 「囘使いかた」の1チャイルドロックのしかお参照)_ 

•「運睹スイッチ」を巧して「切」にし、タイマー運輯時 
刻を設定してください。 

( r [司使いかた」の度イマ^ fiETO )、 た I 参照）_ 

•窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこなってか 
_ 5再点火操作をしてください。_ 

•口油を給油してか5再点火操作をしてください。 
•油受けの掃除をして<ださい。^ 

( r 巧点検•手入れ」の I ミお受けの掃願参照)_ 

•再点乂操作をして < ださい。 

♦再点火操作をしてください。 

•約5分後に自動的に通常運転にもどります。 

•操作邹のいずれかのボタンを巧してください。 








豆故障-異常の見分けかたと処置方法 


故障かなと思ったときに 
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処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 











〇 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 

停電した 

〇 








〇 



〇 


停電復帰後、再点乂操 
作をする 

巧震自動消乂装置 
が作動した 














再点乂操作をずる 

ミ由受けに水が入った 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け内 
の水を取り除< 

油受けざ 5 に水が 
入った 









〇 





市販の給油ポンプで水混 
入の巧油をしっかり抜く 

燃焼空気取入□(給 
気フィルター）の目 
づまり 

! 

i 

i _ . 


〇 
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f -5; 

, 1 
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燃焼空気取入 □ (給気 
フィルター）を掃除する 

油タンクにな油が : 
ない 1 


〇 




〇 



〇 
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な油を入れる 

巧油がミ由タンクの 
出し入れでこぼれた 
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1 

1 
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〇 




こぼれた打油をされ 
いにふをとる 

換気不良 
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1 

1 . 
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1 
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1 




部屋の巧分な換気を 
ずる 

変質打油や不純打 
油を使った 

, i 
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i — 
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〇 
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1_ 



変質灯油や不純灯油を 
良質な口油に入れかえる 
販売向こご相談ください 

省電力機能び作動 
した 
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操作部のいずれかの 
ボタンを押ず 

給油口□金を間違 
えた 

■ — —— 
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1. —- 
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正しい給油口□金を 
取付ける 

ストープ周囲の温度 ^ 
が異常に上昇した 1 

し * 
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1 

1 
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〇 

ストーブ周囲の温度を 
確認する 

販売風こご相談 < ださい 


参表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 

•処置を行ってち改善されない場合や、原因び特定でさない場合や、該当する現象がな 
い場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 


















画部品交換のしかた 

I 部品交換のときのま意" 

•部品交換や修理をお受けになる場合は、お買い求めの販売店か、（財）曰本石油 
燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 

などのいる販売店で修理されることをおすすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

♦故障したちのは使わないでください。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買 
い求めになった販売店にご相談ください。 

•部品は必ず純正部品(指定された部品）をご使用ください。 

参部品を交換するときは、ス I -ーブを消火し、ス I -- ブの温度び充分に下がっ 
_てから、電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。_^ 

互]保管(長期間使用しなし、場合） 

•ストーブを保管ずる場合は、「回点検-手入れ」の項を参照して、ストーブの 
手入れをしてから保管してください。また、破損している箇所は修理をして 
から保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-火気*高温などの悪い影響のおよびにくい所であっ 
て、しかちス1-ーブの上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよう配 
I 慮して くださぃ。 _ J 

1ストーブを消乂し、ストーブの温度が充分下びってか5、電源プラグをコン 

セントか5巧く。 

2 燃焼空気取入 □ (給気フィルター）、温風空気取入口、温風吹出 □ (ルーバー）、 

電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入 □ (給気フィルター）は布などでふくのはおやめください。 

かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ5内の打油、ごみ、水気を取り出ず。 

•油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、謂や巧あきの原因に 
なります。 

4 ストーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた巧で水気を 
度、さ取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気の少ない所に保管して < ださい。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けされなかった丹油び漏れること 
があります。 

•取扱説明書-保証書も必ず保管してください。 

图廃棄ずるとき 

「回点検•手入れ」の [I 由タンク、油受けざ 5 の掃除 I を参照して、油タンク、油 i 

受けざら内の灯油を抜き取ってから廃棄してください。 J 。 

公 






图仕様 


趣式の呼び 

LC - L 539 、 

種 類 

ポット式 • 強制通気形 • 強制対流形 

点火ち 式 

電気点火 

使用 燃料 

口油 （ JIS 1 号） 

燃料消費量 

最大 

曰.2己 kW (0.5]0 L / h ) 

最ル 

].41 kW (0.137 L / h ) 

暖房出力 

因 _ 4 — 

取大 

己.2己 kW 

最ル 

1.41 kW 

油タンク容量 

7.0 L 

燃焼継続時間 

] 3.7 時間（最大燃焼時） 

が 形 寸 法 

巾畐己己 0 mm 
奥行327.己 mm 
高さ44目 mm 
(置台を含む） 

質 量 

12.7 kg 

電源電圧及び周波数 

]00 V . 己 0/60 HZ 

定 格 

消費 電力 

点火時 320/320 W 待機時0.8 /0.7 W 
最大9己0/9己 0 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時 25/23 W 

騒音値（正面）※ 

最大燃焼時 38 ci 目 
最小燃焼時 24 d 目 

電流ヒューズ 

4 A 

安全装置 

V 

巧震自動消火装置、点乂安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置（9日で） 

停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 


^騒音値の数値は J 1 S 測定ち法し IIS S 3031 ) に基づく正面値でず。 






圆アフターサービス 



•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容 
をご確認のうえ大切にな管してください。 


•保証期間はお買い求めの曰より1年間です。 

修理を依頼ずる^ 

♦「回故障.異常の見分けかたと処置ち法」に従って、処置をおこなってください。直 
らないとさは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お買い求め 
の販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いただきたい内容は；欠の通りです。 

① 品名…石油フアンヒ…ター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び… LOL 539 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ-おところ*電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理 
させていたださます。 

•保証期間び過ぎていてち、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理 
させていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

この取扱説明書とス I -ープに表示されている禁止事項-注意事項および通常使 
^用に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。_ 

1 淸修用性能部品について I 


•石油つァンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 
•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 



•使用期間により、交換-メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□金、油受け 

•変質打油、不純'打油の使用で劣化しやすい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 











画アフターサービス 

乾居される場合 

•本機は電源周波数5日、6日 Hz とも同一仕様でず。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますが、高地への転 
居、高地からの転居は再調整が必要ですのでお近くの I お客様相談窓□一覧 1 (別紙参 
照）までご相談ください。 


r 

A ま意 
^_ 

故障-破損したら使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険でず。 

分解禁止， 


r - 

A 注意 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざ5のな油を抜いてください。運搬の wW 

途中に灯油がこぼれ、周囲をミちずおそれがありまず。 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買いおめの販売店、または、お客様ホ目談窓 
口一覧1(別紙参照)までお問いをわせください。 


愛情点検 


の 


! •長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を! 



•油漏れずる。 

ご使用の際 

•燃焼中強いニオイがする。 

このよラなことは 

•炎が異常に黄色い。 

1 

あ 0 ませんか 

1 •予熱時間が異常にながい。 


•運転中異常な音がする。 

! 

•その他の異常-故障がある。 



•石油フアン ヒーターの 補修 
用性能部品の保有期間は、 
製造巧ち切り後目年でず。 



故障や事故防止の 


ため、コンセント 

ご使用 

か! 5 電源プラグを 

中止 

巧いて、必ず販売 

店に点検-修理を 

ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


r 

型 式 

LC - L 539 

お買い巧め年月日 

年月 曰 

お買い巧め店名 

1 

(電話番号） （ ） 一 

— _ 


株式会社 1 - 31 - 吉 

本社干 467-08 曰已 

名古屋市瑞穂区桃園町曰番17号 
フリーコ ー J レ 0120-1 04-1 54 


TEL <052)822-1 144 
FAX 〈日己2〉 822-2742 














